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使用 したZeoliteは構造の異なるLZeoliteとYZeoliteである｡L Zeoliteは,13Å 径の
cageが7.1Å径のapertureによって1次元的に結ばれたトンネル状の空孔を持つO -方,Y
zeoliteは13Å径の cageが8Åのapertureによって結ばれたダイアモンド構造の空孔を持っ o
L型としては空孔内にK+ィォンの存在するK-LZeolite(K9〔(A102)9(SiO2)27〕)を,
T型としてはNa+,H+ィォンをそれぞれ持つNa-YZeolite(Na56〔(AIOZ)56(SiO2)136〕)I
H-YZeolite(H56〔(AIO2)56(SiOZ)136〕)とカチオンの殆ど存在しない Silicalite(Na3.5
〔(AIO2)3.5(SiO2)188.5〕)を用いたo 比熱測定は･これらのZeoliteに吸着した3HeI4He
に対し様々な吸着量で0.1K～10Kの温度範囲で行なわれた｡
Na-YZeolite中吸着 3He,4Heの比熱測定の結果,いずれの吸着量でも,数K以上では,
比熱は温度に対して単調に増大し,熱容量のもっとも大きくなる吸着量では温度に比例するこ
とが分った｡これはAndreevの指摘する零点振動の大きなsemiquantum liquid示す特徴的な比
熱と考えているo 数K以下の低温では,吸着量に対する3つの異なる領域が存在 し,Lowco-
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